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特 23 県立富里特別支援学校 
 

はたらく車がやってくる＆酒々井パーキングエリアの清掃体験 

～ 協力企業と共に、体験学習の実施。花苗の販売 ～ 
 

１ 目 的 
  昨年度は学校行事や課外学習を縮小又は延期・中止をせざる終えない状況であったが、今年

度は感染対策を講じながら児童生徒の活動の充実を図ってきた。新型コロナ感染症が流行する
以前は、成田国際空港株式会社や空港関連企業、近隣の企業とイベントや課外学習を実施して
いた。そこで、どうしたら課外学習が実施できるかを検討し、２年前から高速道路のパーキン
グエリアやインターチェンジに植える花を中・高等部作業班から定期的に購入して頂いている
NEXCO 東日本との課外学習を実施することになった。地域企業の力を借りながら、一緒に活
動することで、特別支援教育の啓発や理解を促進し、社会に開かれた教育課程の実現を目指し
ていきたい。今回の活動を通した中学部、高等部の目標は以下の示す通り。 

  〇小中学部 「はたらく車がやってくる」 （写真①～④参照） 
   ・普段見ることのできない特殊作業車を間近で見たり、乗車したりすることで、生徒の興

味関心の幅を広げる。 
   ・交通管理隊の旗振り体験や非常電話体験を通して、非常時の対処の仕方を学ぶ。 
   ・高速道路で働く様々な職種の人の話を聞いたり、質問したりして仕事に対する意識を高

める。 
   ・特殊作業車や高速道路に関することについての調べ学習を通して、新たな気づきや自分

の考えをまとめることができる。 
  〇高等部 「酒々井パーキングエリアの清掃体験」 （写真⑤～⑩参照） 
   ・日頃の作業学習で学んだ成果を校外で発揮する。 
   ・プロの清掃員からの指導を受け、清掃技術や技能の習得を図る。 
   ・清掃員としてのやりがいや心構え等を知り、職業観や勤労観を育む。 
   ・働くことの意義や感謝されることの喜びを感じることができる。 
  〇中高共通 「花苗を販売しよう」 （写真⑪～⑬参照） 
   ・定期購入していただいている企業に品質のよい花苗を栽培・販売することができる。 
   ・正確に数を数えたり、箱詰めしたりして納品することができる。 
２ 成 果 

〇小中学部 
・緊急車両等の見学や乗車では、実際にサイレンを鳴らしたり、設備品に触れたりするこ

とで意欲的に参加できた。 
・非常電話体験では本物の機器で体験したことや実際に電話を受けている職員と会話する

ことによって、何をどのように伝えれば良いか学ぶ事ができた。 
   ・体験したことを掲示物にまとめたり、発表したりすることで自分の考えをしっかりと伝

えられるようになった。 



富里 2 

 

〇高等部 
・施設の利用状況や設備に合わせたプロの清掃技術を学ぶことができた。 

   ・学校で学んだ清掃技術を校外において実践することができた。 
   ・現場で体験することで、必要な技能や課題、新たな清掃技術を知ることができた。 
   ・生徒が清掃やサービスについて学ぶ意欲が向上し、課外学習以降の学びが充実した。 

〇中高共通 
   ・納品期日を厳守し、花の生育を調整して品質の良い花苗を提供することができた。 
   ・学校だよりやホームページ、地域新聞、ケーブルテレビ等で広く発信できたことによっ

て本校の取組みを多くの方に知って頂くことができた。 
３ 準備・実施段階の工夫 

  ・学習の目的や生徒の実態等の情報を企業と共有し、生徒の実態に合った活動を計画した。 
  ・体験学習を中心に行い、意欲的に参加できる活動を多く取り入れた。 
  ・コロナ禍の活動なので、グループに分けて３密にならないよう工夫した。 
  ・生徒には事前にどこを清掃するのかを映像で見て、当日のイメージをもてるようにした。 
  ・パーキングエリアの利用者に配慮すべき事等、スライドを使って視覚的に提示した。 
  ・外部機関（報道含む）との調整を教務主任が担うことで、連絡調整をスムーズに実施で

きた。 
４ 広報・報道実績 

  ・学校だより、学部・学年だよりに活動している写真や記事を掲載した。 
   また、学校だよりは学校周辺の地域へ配布・回覧しており、多くの方に学校の取組みを

紹介した。 
  ・ホームページでは学部毎のページを設け、それぞれの学部の児童生徒の写真を数多く載

せた。 
  ・地域新聞や（株）広域高速ネットワーク二九六の取材を受け、富里市、八街市だけでな

く近隣の市町村へ発信した。 
５ 取組への反響 

  ・生徒がユニバーサルデザインのトイレを見て、学校でも同じような視覚的な工夫ができ
るのではないかと考えることができた。 

  ・清掃方法や清掃用具の違いに気がつき、効率的な清掃方法を知ることができた。 
  ・子どもが指導員の話を聞きながら意欲的に活動できていたことが嬉しかった。 
  ・ホームページで活動の様子が掲載してあり何を行ってきたのかわかりやすかった。 

６ 今後の方向性 
 ・昨年度新型コロナウイルス感染症が流行し、体験学習を実施することができなかったが、

花苗の販売を通して NEXCO 東日本とは継続的に関わりをもつことができている。今後も
地域の企業と連携し、児童生徒が学校でしかできない体験活動を継続的に実施するととも
に、積極的な広報活動で多くの方に本校の活動を知ってもらい、社会に開かれた学校を目
指していく。 
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中学部「はたらく車がやってくる」 

パトロールカー 
の 

見学・乗車 

特殊車両 
の 

見 学 

非常電話 
の 

体 験 

交通管理隊 
の 

旗振り体験 

近くで見たり、運転席に乗ったりしました。 
道路の以上は♯９９１０に知らせることが
わかりました。 

いろいろな機材や工具が搭載されていました。 
高速道路の安全を守る為に、24 時間働いてい
ることを知りました。 

非常電話は１㎞おきに（トンネル内は 200
メートルおき）に設置されていることを知り
ました。 

いろいろな振り方があり、それぞれ意味があるこ
とを知りました。「右によれ、速度おとせ・・・」 

写真① 

写真② 

写真③ 

写真④ 
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高等部「酒々井 PA 清掃体験」 

パーキングエリア
の 

バックヤード見学 

ゴ ミ 
の 

分別体験 

インフォメーション 
の 

見 学 

すべて計量していることは知りませんで
した。効率よく回収していることに驚き
ました。 

家庭ゴミの多さにびっくりしました。分別
されていないことも多く、仕分けるのは大
変でした。 

高速道路を利用されるお客様の様々
な問い合わせに対応していることを
知りました。 

写真⑤ 

写真⑥ 

写真⑦ 
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トイレ 
の 

清掃体験 

普段使用しない「除菌水」を塗布。いろいろな清掃方法があることを学びま
した。効率よく清掃していることに驚きました。 

学校にない清掃機器があり、とてもきれいになることがわかりました。 
初めて使用ましたが「とても上手です」といわれ、嬉しかったです。 

写 真 ⑧
b 

写真⑨ 

写真⑩ 
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中・高等部「ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴﾘｱ、ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞへの花苗販売」 

酒々井パーキングエリアのメイン通路に本校の花が植えられてい
ます。今年で３年目になり、年に３回ほど納品しています。季節に
応じて花の入れ替えが行われています。また、千葉県、茨城県のイ
ンターチェンジ（５カ所）へも納品しており、きれいな花を咲かせ
ています。 

本校から７００メートル程の位置
にある富里 IC の花壇。 

写真⑪ 

写真⑫ 
写真⑬ 


